
到達目標
5月の基礎研修では、医療的なケアを中心に行いました。
ｹｱ手順の作成や演習では、患者の安全・安楽、リスクを考え演習を実施していました。

基
礎
研
修

看護専門職
として職場イ
メージを獲得
し、就職後の
リアリティ
ショックを緩
和しながら、
基本的な看
護技術・ケア
について体
験を通して
学ぶ

・浣腸

・摘便

・起居動作

・歩行介助

・移乗・移送

・針刺し事故防止
対策の技術

・血糖測定

･ｲﾝｼｭﾘﾝ療法

・体位ﾄﾞﾚﾅｰｼﾞ

・吸引

・酸素療法

・酸素ﾎﾞﾝﾍﾞ

・観察の視点と
　観察技術④

・患者の理解と
良好な人間関係②

③

・社会人基礎力
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3月

不整脈・
心電図ﾓﾆﾀｰ

輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ･ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
ＫＯＭＩｹｱ入門②

気管切開と看護
ﾘﾌﾚｯｼｭ研修②

ＫＯＭＩｹｱ入門③

実
地
研
修

S
T
E
P
1

指導を受けながら、
患者理解を深めると
共に、担当患者のそ
の日の生活やケアの
流れを理解して、安
全な看護技術を提供
する

実
地
研
修

F
i
n
a
l
S
T
E
P

部署スタッフの一
員として、指導を
受けながら日勤・
夜勤業務の流れ
を捉え、看護ケア
を行う

5月の基礎研修では、医療的なケアを中心に行いました。
ｹｱ手順の作成や演習では、患者の安全・安楽、リスクを考え演習を実施していました。

基
礎
研
修

看護専門職
として職場イ
メージを獲得
し、就職後の
リアリティ
ショックを緩
和しながら、
基本的な看
護技術・ケア
について体
験を通して
学ぶ

実
地
研
修

S
T
E
P
1

部署の人間や環
境に適応し、指導
のもと担当者との
関係をつくりなが
ら看護ケアを行う

基礎研修の
学びと成果発表会

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修①②

導尿・膀胱地留置
ｶﾃｰﾃﾙの挿入と管理

点滴静脈内注射

実践報告会

ﾘﾌﾚｯｼｭ研修①

ローテ―ション
部署研修②
2日/週

夜勤研修

4

月

 

5

月

 

針を取り扱う看護技術の研修前に、 

感染管理認定看護師から 

針刺し事故防止対策について講義を 

受けました。 
他職種から 

講義・演習を 

受けました 

2ヶ月間の基礎研修の 

学びと成果、今後の課題と目標 

について発表しました。様々な 

学びが発表されていました。 

看護部長から言葉を頂いた後、 

ドキドキの配属部署の発表！ 

6月から部署で頑張ります！ 

起居動作・歩行介助・車椅子スト

レッチャーの移乗・移送について、

理学療法士から研修を受けまし

た。身体の動きや動かし方の基

本を学ぶことができました。新人

看護職員は工夫しながら移乗・移

送の演習していました。 

医師の指示確認から行い、 

血管シミュレーターを使用し 

実施しました。針を取り扱うため 

緊張感の中、一つ一つ確認し 

実施していました。 
 

 体位ドレナージ 

・吸引では、清潔と不潔 

を考えながら実施して 

いました。 

医療安全管理者 

から酸素療法・ 

ボンベの取扱い 

の研修を受けました。 

院内のインシデント 

事例を挙げ、新人看護 

職員もイメージしながら 

安全に実施できる 

方法を考えていました。 
 


